
平成30年度飲食店におけるアンケート報告書（概要版） 

喫煙対策の状況 

対策を実施していない理由 
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お客様や売上が減少する恐れがあるため 

お客様の要望がないため 

店の面積や構造上、分煙が難しいため 

分煙のための喫煙室の設置や空調設備導入などに費用がかかるため 

対策をしたいが方法がわからないため 

受動喫煙の健康影響を知らないため 

たばこを吸える店として営業していきたいため 

所属する組合やチェーン本部の方針のため 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、お客様の要望により取りやめたため 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、売上の減少により取りやめたため 

特に理由はない 

その他 

調査概要 
【調査方法】  
  食品衛生営業許可の更新又は新規申請の際に 
  調査票を配布、回収。  
【調査時期】  
  平成３０年８月～１１月 
【調査対象】  
  上記期間中に営業許可の更新又は新規申請を 
  する埼玉県内の飲食店のうち、客席を設けて 
  営業する飲食店 
【回答結果】 

回答数 有効回答数 有効回答率 

８０４ ７３２ ９１．０％ 

飲食店の種類 数 構成比 

喫茶店 ９０ １２．３％ 

ファミレス店 ３５ ４．８％ 

そば・うどん店 ４９ ６．７％ 

寿司店 １６ ２．２％ 

上記以外の日本料理店 ３９ ５．３％ 

西洋料理店 ３０ ４．１％ 

中華料理店 ５６ ７．７％ 

焼肉、カレー専門店 ３５ ４．８％ 

一般食堂 ３２ ４．４％ 

ファストフード店 ２３ ３．１％ 

お好み焼き店 ５ ０．７％ 

小料理店 １３ １．８％ 

バー、スナック ８０ １０．９％ 

酒屋、ビヤホール １８５ ２５．３％ 

その他上記以外の飲食店 ３５ ４．８％ 

無回答 ９ １．２％ 

総計 ７３２ １００％ 

経営形態 

自営店 
74.5% 

チェーン店 
22.4% 

その他 
2.9% 

無回答 
0.3% 

店内は全面

禁煙にして

いる 
38.3% 

店内は分煙

にしている 
12.6% 

禁煙や分煙

の対策はし

ていない 
48.8% 

無回答 
0.4% 

調査結果の概要 

経営形態別の喫煙対策状況 

経営形態 全面 
禁煙 

分煙 対策 
なし 

無回答 総計 

自営店 31.2％ 9.0％ 59.3％ 0.6％ 100％ 

チェーン店 58.5％ 23.8％ 17.7％ 0.7％ 100％ 

その他 66.7％ 19.0％ 14.3％ 100％ 

客席面積別の喫煙対策状況 
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全面禁煙 分煙 対策なし 無回答 

35.9% 

37.8% 

42.5% 

38.0% 

42.9% 
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10.8% 
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35.7% 

59.7% 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０㎡以下 

２１～５０㎡ 

５１～１００㎡ 

１０１～１５０㎡ 

１５１㎡以上 

全面禁煙 分煙 対策なし 無回答 
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店の面積や構造上、分煙が難しいため 

お客様や売上が減少する恐れがあるため 

お客様の要望がないため 

たばこを吸える店として営業していきたいため 

分煙のための喫煙室の設置や空調設備導入などに費用がかかるため 

特に理由はない 

その他 

所属する組合やチェーン本部の方針のため 

対策をしたいが方法がわからないため 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、お客様の要望により取りやめたため 

受動喫煙の健康影響を知らないため 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、売上の減少により取りやめたため 

店の構造上、分煙が難しいため 
 

お客様や売上が減少する恐れがあるため 
 

お客様の要望がないため 
 

たばこを吸える店として営業していきたいため 
 

分煙のための喫煙室の設置や空調設備導入などに費用がかかるため 
 

特に理由はない 
 

その他 
 

所属する組合やチェン本部の方針のため 
 

対策をしたいが方法がわからないため 
 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、お客様の要望により取りやめたため 
 

受動喫煙の健康影響を知らないため 
 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、売上の減少により取りやめたため 
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店の面積や構造上、分煙が難しいため 

お客様や売上が減少する恐れがあるため 

お客様の要望がないため 

たばこを吸える店として営業していきたいため 

分煙のための喫煙室の設置や空調設備導入などに費用がかかるため 

特に理由はない 

その他 

所属する組合やチェーン本部の方針のため 

対策をしたいが方法がわからないため 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、お客様の要望により取りやめたため 

受動喫煙の健康影響を知らないため 

過去に禁煙（分煙）に取り組んだが、売上の減少により取りやめたため 


